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香りを含む女たち　(上)
-　先妻漢秩晋期の詩歌辞賦作品に見える芳香と女性の表現について
狩野　雄
はじめに　　-　子夜歌に見える芳香表現郭茂侍の『楽府詩集』巻四十四･滴商曲辞1に､｢子夜歌｣　と名
づけられる一連の作品が収められている｡この　｢子夜歌｣　は､『栄
メ
書』楽志の記すところによるならば､晋代の子夜という名のl女子によってつくられたものであることになる1｡また'その内容についてみれば'すべて男女の情感を詠じた'いわゆる情歌である｡五言四句のものを四十二首集めて成る現存の　｢子夜歌｣　の冒頭の二首は､次のように詠われている｡
冶容不敢普天不奪人願故使償見郎
冶容は敢えて沓らず天は人の願いを奪わず故に膿をして郎に見わしむ
〔楽府詩集巻四十四　滴商曲辞一　子夜歌其二〕
男女のやりとりであると考えられるこれら二首'なかでも第一百における　｢芳りが道一杯に聞こえる｣　という表現には'恋人の訪れに身をふるわせる男性の心情がつよく表出されており､この詩の女性の描写において､芳香が重要な意味を有していることが窺えよう｡
かかる芳香の表現が詩群の冒頭に位置する作品に連なって見え
ることで'子夜歌における香りの表現は女性の魅力や男女の情愛と密接な関わりを有するものとして機能していることを思わせる｡三首目以降には'香りに関わる表現は第三十一首の一首に見られるのみであり'必ずしも子夜歌全体が香りの表現に覆われているようなことにはなっていないが､第三十1首においてもやはり女
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落日出前門暗喝見子度冶容多姿孝芳香巳盈路
落日　前門に出で暗喝して子の度るを見る冶容.姿孝多く芳香　巳に路に盈てり
〔楽府詩集巻四十四　滴商曲辞一　子夜歌英二
芳是番所馬　　芳は是れ香の馬す所
性と関わって芳香の表現がなされている｡
菊酒明月朗　　菊清く明月朗らかに夜輿君共嬉　　夜　君と嬉びを共にす郎歌妙意曲　　郎は妙意の曲を歌い債亦吐芳詞　　儀も亦た芳詞を吐く
〔楽府詩集巻四十四　滴商曲辞l
子夜歌其三十二
空気の清々しい明月の夜'あなたと喜びをともにしている｡あな
たは'｢妙意の曲｣　を歌い'わたしも　｢芳詞｣　を吐く　-｡
第四句｢債亦吐芳詞｣の｢吐芳詞｣について'曹道衡氏は､｢吐｣
は｢唱(うたう)｣'｢芳詞｣は｢美しい歌詞｣　であるとされる㌔　この解釈はおそらく内容的に対を成す第三句｢郎歌妙意曲｣と合わせて解釈しようとして生じたものであろう｡子夜歌に先行する詩歌作品の中に　｢芳｣　を美称として用いている例がすでに少なくないことや'｢吐｣と　｢詞｣とが結びついていることなどを併せ考えれば'曹氏の解釈は妥当であるように思われる｡ただ'｢芳詞｣　という用例は､管見の限り'子夜歌に先行しては見出されない｡この　｢芳詞｣　なる語は子夜歌に至ってにわかに生み出されたものであろうか｡
いま　｢膿も亦た芳詞を吐く｣　という句を､ことば　(うた)　より
も､芳りを含んだり吐いたりする女性の姿を詠じたものとしてとらえてみたとき'類似するものとしては､たとえば､院籍詠懐詩中の表現が想到されるであろう｡
流吟嶺姿婚　　流吟　姿楯を額し言笑吐芥芳　　言笑して芥芳を吐く
〔文選巻二十三　阪籍　｢詠懐詩｣　其四〕
これは安陵君と龍陽君という'古の美女ならぬ美男に関わる表現であるが､芳りを吐きだすことがその人物の美しき　(あるいは性的な)魅力を暗示するという点において子夜歌第三十一首との共通性を認めることができよう｡吐くと限定せずに見た場合'人が
香りとともにある表現は極めてめずらしいというわけではない｡実際､漢賦を中心に､漢魂晋期の辞賦詩歌作品中には､女性に関わる表現として一.定数を見出すことができるように思う.
そこで本稿では､芳香表現の一側面を採るべく､含んだり吐い
たりする'香りを自らの身にまとう女性の姿を中心に見すえつつ'先秦から漢魂晋にかけての時代の作品に見える'芳香と女性の表現の系譜をたどる､初歩的な考察を試みてみることとしたい｡
一　『詩』･『楚辞』･宋玉　｢神女賦｣　の芳香と女性の表現
/
(-)　『詩』　の中の芳香と女性の表現
『詩』において香りや女性の表現がいかようになされているか｡まず､香りに関わる表現を'｢芳｣　｢芥｣　｢香｣　などの字を辛
掛かりとして探ってみると､それほど多くは見出せない･y
その中で典型的な用例としては､次に掲げる小雅　｢信南山｣　が
挙げられる｡
是蒸是享　碁石芳井　足れ丞じ足れ享し　芯什必たり芥芥た
いり
能事孔明　先祖是皇　　紀事孔だ明らかなり　先祖是れ皇い
なり
報以介福　高専無奄　　報ゆるに介福を以てし　高書無蛮
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〔毛詩　小雅　信南山〕
｢蒼古芳井｣　という芳香の表現につづいて　｢和事｣　｢先祖｣　などの語を含む句があり､これが祖霊を稚るうたであることが知られる｡｢是桑是享　十必碁芳井｣　の句に､鄭玄は｢既に牲物有りて進めて之を戯ず｡什必芯芽井然として香る4)　と注釈を加えている｡
この　｢信南山｣　を含む､『詩』　の芳香表現について'志村良治氏
は'寛(火の祭り)の儀礼に関わるものであることを論じていて､香草を用いた祭租は『楚辞』の中で展開されると指摘されている℃祭租の場には変域も存在していたかも知れないが､『詩』　の祭紀のうたの芳香表現の中には女性の姿は見出されない｡
次いで'女性の'特に美しきや魅力に関する表現を捜してみる
メ
と'衛風の　｢碩人｣　や陳風の　｢揮陳｣　などが見出される｡
｢碩人｣　には'手や目や首など体の各部についての描写が見ら
れるものの'香りの表現は見られない60一方､｢揮阪｣　には花と女性のイメージを重ねる手法が見られ7.花を媒介にして芳香と女性とが一部イメージを共有しているのを看取することができる｡これは､漢賦や魂晋詩歌に見られる同様の表現の祖型を成すものであると考えられる｡
また､『楚辞』の諸篇にも同様の手法が見られるものであるが､
男女の情愛に関わるものとして､香草を思い人ig贈るという表現が'鄭風の　｢湊清｣　に見出される｡
維士輿女　　　維れ士と女と
伊其相諺贈之以勺薬
伊れ其れ相諺れ之に贈るに勺薬を以てす　〔毛詩　鄭風　涛
清〕勺薬について'毛伝は　｢香草なり｣　とLt　鄭隻は　｢恩情を結ぶ｣ものだと解している8｡つまり'香草を贈られた女性は男性の思いの象徴として香りを受け取ることとなったのである｡
このように'中国詩歌の祖である　『詩』　においても､芳香と女
性の表現はいくらか見出されるのである｡ただ'本稿が追い求めようとする､女性自らが香りを身にまとったり吐き出したりする姿では必ずしもないように思われる｡
続いて'『楚辞』　の用例を見てみることとしよう｡
(2)　『楚辞』　の中の芳香･女性表現
)'
作品中に香りに関わる表現が多く見られるものとしては'その
来源として'『楚辞』　の諸篇を挙げなければならないであろう｡更にその中でも原初の姿を探すとすれば'九歌の　｢東皇太一｣　を見なければならない｡｢東皇太一｣には上皇を愉ませようとする儀式のさまが詠じられているが'香り高い肉と酒とが捧げられる描写に続いて'蛋女が音楽に合わせて舞うさまが詠われていて'そこに芳香の表現が見られる｡
揚抱今村鼓　　　抱を揚げて鼓を射ち疏緩節今安歌　　節を疏綾にして安らかに歌い
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陳竿宏今浩倍量値菱今校服芳非非今満堂五音紛今繁骨君欣欣今禦康
竿宏を陳ねて浩侶す垂　腹案として妓服し芳　非非として堂に満つ五音　紛として繁骨すれば君　欣欣として柴康す
〔楚辞　九歌　東皇太こ
堂の中は非非として香り､丞女(霊)　はうつくしい衣裳で舞い踊る　- ｡高い香りの中で音楽に合わせて舞う丞女の姿が詠じられている｡酔えるがごとくに'香りがたちこめ'音楽が奏でられる
.1
空間に蛋女が舞っているのは､そこが神降ろしの場であることを意味している｡
ここでは女性が芳香を放つという表現はまだ見られないが､濃
厚に香る堂の中という閉じられた空間が詠じられているということと'芳香の表現が楽舞のそれとともになされていることに注目しておきたい｡なぜなら'前者は､女性に関わる芳香が『詩』に見られたような､自然の中の香る存在としての植物の延長線上にあったところから'女性と香る空間とが不可分となる人の行為としての香りへと変貌しているからであり､後者は､丞女が香りに包まれて歌い舞う姿が漢賦に盛んになされることとなる女楽などの姿の源泉となると考えられるからである｡
こうして'香りを身にまとう女性の表現は'まず香る空間に舞
う丞女の姿として立ち上がったと見ることができる｡
LILl
この丞女は同じ九歌の　｢雲中君｣　においては､蘭に香る湯に身
を清め香る水に髪を洗うと詠じられ､その場が香るだけではなく､丞女自身が香り､香る身体が灯りの中に舞うと描かれているo
浴蘭湯今休芳　　蘭湯に浴し芳に休す華采表号若英　　華采の衣は若の英もてかざる垂連峰今既留　　塞　連蛤として既に留まり欄昭暗号末央　　棚　昭昭として未だ央きず
〔楚辞　九歌　雲中君〕
王逸は前半二句に注をして､｢蘭は､香草なり｣といい､｢華采は'五色の采なり｡若は､杜若なり｡言うこころは己の牌に饗祭を修めて以て雲神に事えんとLt　乃ち東亜をして先ず蘭湯に浴し'香正に休し'五采を衣しめ､華衣は飾るに杜若の英を以てして､以て自ら潔清するなり9)　という｡すなわち'ここで用いられている｢蘭｣　と　｢若｣とは､それぞれ､乾燥させるとより香りが高くなる香草ふじはかまと､やはり香草のやぶみょうがであり､いずれも『楚辞』　には習兄の芳香である｡
芳香に身を清め'花のような衣を身にまとい'神の降臨を希求
して舞う　-.丞女自身が香る場合には'おそらくこの順序で支度がなされ神降ろしが行われたことであろう｡つまり､垂女にとって自らを高く香らせることは､神との交合を求める一連の行為の初めになされるべきものであったと考えられるのである｡
九歌にはさらに､｢湘君｣に｢芳洲の杜若を采り　牌に以て下女
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に遺らんとす｣'｢山鬼｣　に　｢石蘭を被て杜衝を帯び　芳馨を折りて思う所に遣る｣　などとあるほか､｢湘夫人｣　や　｢少司命｣　にも'主として神人間の希求に関わった箇所　(しばしば男女の情愛の形をとる)に香りの表現が見られるー○｡これらは､恋うる対象への香草の贈与に見られるように香りを愛情の象徴とする点で共通しており'自らを香らせながら神降ろしの舞を演ずる垂女の姿も含めて､男女の恋愛に類似する関係における芳香表現の原初の姿を見出すことができるものである｡女性自らが香る'あるいは男性が女性に香りを贈る､こうした香りをめぐる場において'神と人をめぐる希求･恋慕のモティーフが成立するのである｡｢離騒｣　に香草･香木を有徳の比境とする表現が頻繁に見られこ､｢招魂｣　で魂
I
呼ばいを行う場所に蘭斉の灯りが点されるという表現が見えている)2のは'こうした表現を継承してのことであると思われる｡
続いて､女性が香りを含み吐きだすという､冒頭に見た子夜歌
のものと重なる行為が詠じられている表現が見られるようになる｡管見の限りにおいてもっとも早くそうした表現が見られるようになるのは､右に触れた院籍　｢詠懐詩｣　の　｢言笑して芽芳を吐く｣句に施された李善注が挙げている'宋玉の　｢神女賦｣　においてである｡
(3)　宋玉　｢神女賦｣現存する　｢神女賦｣　には序が附されており'その序の冒頭部分
には　｢楚の裏王　宋玉と雲夢の浦に遊び､玉をして高唐の事を賦せ使む)3)とあり'この作品が｢高唐賦｣と連なって作られたものであるとする｡｢神女賦｣は夢で出会った丞山の神女のすぼらしさを詠じた作品であるが､その中に香りに関わる表現が見えている｡まず'序の当該箇所を掲げるー㌔
王日く'-一婦人を見るに､状甚だ奇異なりo森ねて之を夢み'痛めて自ら識らず｡岡として楽しまず､帳然として志を失う｡是に於て心を撫でて気を定め'復た夢みる所を見る'と｡玉日く､状何如'と｡王日く'茂なり美なり'諸好備われり｡盛なり麗なり'測り究め難し｡上古に既に無く､世末だ見ざる所なり｡-忽として容を改め､娩たること遊龍の雲
一t
に乗りて期けるが若し｡被服を嬬しくし'薄袋を俊くす｡蘭樺に休し､若芳を含む｡性和適にして'勇らに侍るに宜し｡-と｡王日く'此の若く盛んなり｡試みに寡人の篤に之を賦せ'と｡玉日く､唯唯'と｡(王日'…見一婦人'状甚奇異｡藤而夢之'宿不日識｡岡今不柴'恨然失志｡於是撫心定菊'復見所夢｡王日､状何如也｡玉日'茂臭美臭'諸好傭兵｡盛臭農兵'難測究臭｡上古既無'世所未見｡-忽今改容､娩若遊龍乗雲期｡嬬被服'倹薄装｡休蘭揮､含若芳｡惟和適'宜侍寿｡･･･王日､若此盛臭｡試窺寡人賦之｡玉日､唯唯)〔文選巻十九　宋玉　｢神女賦｣　序〕
宋玉に夢の中での神女のようすは如何なるものであったのかを間
-ll
五
われた裏王が語り始める｡序においては､神女はあくまでも神女らしく,最後まで､荘平とした存在に描かれるばかりであるが､そうした描写の中に'｢蘭浮に休し'若芳を含む｣という香りに関わる表現が'その他の部分に比して少しく具体性を備えている形で見えている｡これは､先に触れた九歌｢雲中君｣に見られた丞女の行為､｢蘭湯に浴し芳に休す｣を踏んだものであると考冬bれる｡すなわち'この意味においては､ここの神女は丞女に近く'必ずしも元来｢神｣なのではない｡香りを含み込むことで｢神｣なるものと成る(あるいは神人を超えて交合が可能となる)　のである｡
芳香の表現は'序のほぼ末尾に位置している｡裏王は香りを含
ノ
むという表現の後に､｢此の若く盛んなり｡試みに寡人の篤に之を賦せ｣と'宋玉に賦を作ることを命ずる｡
この序は､芳香に関する表現という点から見れば'解説という
よりはむしろ序曲として位置づけることが可能であるように思う｡呼吸が含み込んで吐き出すのと同じように､序に見えた芳香を含むという表現を承ける形で'本第には香りを吐くという表現が見られるのである｡
夫何神女之妓麗今　夫れ何ぞ神女の按摩たる含陰陽之渥飾　　　陰陽の渥飾を含む泰余情而請御今　　余が樽を秦げて御せんと請い
顧轟心之悼惜懐貞亮之繋清今卒輿我今相難.陳嘉軒而云封今吐芳芳其若蘭精交接以爽往今心凱康以柴歓神珊亨而未結今魂貸賃以無端賦｣〕
六
心の倦惨たるを轟くさんと願う貞亮の繋清を懐き卒に我と相難し嘉軒を陳べて云に封え芳芳を吐けば其れ蘭の若し魂　神　心　精
交接して以て爽往し凱康して以て柴歓するも濁り亨りて未だ結ばれず貿額として以て端無し
〔文選巻十九　宋玉　｢神女
/
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中略している箇所には､神女の豊かで整った玉顔や澄んだ瞳､細
ヽ
くて美しい蛾眉や紅き唇'そして見目より感得される好ましき心情など,主として視覚に関わる美点が描き出されていて'芳香の表現はこれらの句に遅れて末尾近くになって現れる｡
芽芳を吐けば其れ蘭の若し
芳しき息を吐き出すとそれは蘭の香気のようである　- ｡続いて｢精｣｢心｣｢神｣｢魂｣から始まる､心情を詠じた句が導かれていて,言葉が香り､その香りを喚ぐことで詩人は心身全体でより強く神女を思慕することとなったことが窺われる｡換言すれば'拒絶の言葉によって聞こえた香りに喚起される形で'神女との交感が絶望的に希求されることとなったということである(引用箇所
の末尾に'｢魂　賃貸として以て端無し｣とあることから知られるように､神人交感の例に漏れることなく'神女との交感は永く保たれることはなかった)｡｢神女賦｣　の芳香表現は'手の届かぬ神女の香りだけが聞こえるという切なさとともーにあるものであり'｢按摩たる｣　神女の視覚以外の描写において､魂を刺激するものとして小さくない意味を有している｡
九歌の　｢東皇太一｣　や　｢雲中君｣　においては'交感を求める側
に立つ砿女が神と交わることを可能ならしめるために香りを身にまとったが､｢神女賦｣　では'人間の男性に希求される存在の神女が香ることとなっている｡男性が恋うる対象とする女性の'含ん
ー
だ芳香を吐くという行為の表現は､現存作品ではまず､宋玉の手
/
によって､神女に関わをものとしてなされたのである｡
この後'香りを身にまとう女性たちはー漢代の辞賦を主とする
作品の中でバリエーションを増やしてゆく｡
して見出されるが'安世房中歌を含めたそのほとんどに､香りを含む女性の直接的な表現は見出されないー㌔
漢の辞賦作品中の早い用例としては､｢七｣系統の作品群の筆頭
に位置づけられる枚乗　(?-前一四〇)　｢七発｣　が挙げられる)6｡芳香と女性の表現は'｢天下の廉廉にして暗修康博の楽しみ｣を詠じた段に見える｡馨し興し
二　漢代の芳香と女性の表現(-)　前漢の場合宋玉の　｢神女賦｣　によって明確に描かれることとなった､香り
を含吐する女性の表現は､前漢の時代にあっては'まずジャンルを同じくする辞賦作品に引き継がれてゆく｡芳香の表現は､現存する前漢代の詩歌作品にも'前漢初めの安世房中歌をさきがけと
於是乃額激楚之結風揚鄭衛之暗柴使先施微酔　陽文段干呉娃閣板　侍予之徒雑裾垂暫　目発心輿挽流波　雑杜若蒙清塵　被蘭滞購服而御此亦天下廉廉陪修席博之柴也
是に於いて乃ち激楚の結風を鄭衛の略柴を揚げ先施徴野　陽文段干呉娃聞娠　博予之徒をして裾を雑え膏を垂れ　目禿び心流波を挽き　杜若を雑え清塵を蒙り　蘭樺を被り購服して御せしむ此れ亦た天下の廓農にして略修康博の楽しみなり
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〔文選巻三十四　枚乗　｢七発｣〕
西施　(先施)　をはじめとする古の美女の名前で表される女楽たちが､俗なるうたを歌いつつ､｢杜若を雑う｣　｢蘭樺を被る｣　など'香りを身にまとう存在として詠じられている｡ここでも用いられ
七
ている芳香は､『楚辞』九歌の諸篇に繰り返し詠われた香草の杜若であり蘭(滞)である｡おそらくは宗教的意味合いを少しく遺し　宿るつつであろうが'男性にとって女楽が香ることがその魅力の一つ
朝額湊清上官開館
ノ＼
となっていることが窺え'香りの高い空間が宗教的儀礼の場から宴楽の場に移行してきたことが看取される｡
『楚辞』諸篇を受け継ぎ､枚乗｢七発｣によっていちはやく表
された'女楽に関わる表現は'これ以降､揚雄(前五三-後一八)｢長楊賦｣LTや班捷好(前四八-前六?)　｢梼素賦｣18などに受け継がれ､楽舞表現とともになされることで熱しっつ'香る存在としての女性の描写の主流を形成する｡
枚乗に少し遅れて在世した司馬相如(?-前二八)　に｢美人
賦｣がある｡冒頭部分によれば'この作品は'謹言によって好色の疑いをかけられた司馬相如が'梁王に対し､こんな美女に誘惑されても自分は磨かなかったのだと自己弁護につとめているものである190美女は前半と後半と二人登場するが､本稿に関わるのは､後半に現れる'司馬相如が梁王のもとに馳せ参ずる途中で出逢った女性である｡
住居が　｢暖として神居の若し｣などと描写されることで美しき
女性は神女の気配をまといつつ'強く香る空間に住まいする存在として描かれている｡後半部分の芳香と女性の表現が見える箇所を中心に掲げる｡
虚なり
門間董椎
の若し
臣排其戸
れば
芳香芳烈
る
有女燭虚
に在り
奇砥逸麗観臣遷延
暮宿上官寂算雲虚唆若神居而造其室僻帳高張娩然在休淑質艶光微笑而言日
て日く-
遂設旨酒臣遂撫絃
曲を馬す
女乃歌日-玉叙任臣冠羅袖排臣衣
進鳴琴馬幽蘭　白雪之曲
於是寝具既設
朝に湊清を額し　書に上官に
上官に開館あり　寂実にして雲門間書に掩われ　暖として神居臣其の戸を排きて　其の室に造芳香芳烈として　軒帳高く張ら女有り濁p慮り　娩然として休奇砥逸農にして　淑質艶光なり臣を観て遷延し　微笑して言い遂に旨酒を設け　喝琴を進む
臣遂に絃を撫し　幽蘭白雪の
女乃ち歌いて日く-玉奴を臣の冠に撞け羅袖もて臣の衣を排う…是に於いて寝具既に設かれ
服玩珍奇金銀薫香　軒帳低垂梱裾重陳　角枕横施
施す
女乃弛其上服表其嚢衣陪牌呈露　弱骨豊肌時束親臣柔滑如脂臣乃脈定於内心正干懐
/
信誓旦旦　乗志不回
わず
翻然高畢　輿彼長斬
新す
服玩と珍奇あり金銀香を乗じ　耐帳低く垂る梱裾重ねて陳き　角枕横ざまに女乃ち其の上服を弛め其の嚢衣を表す陪鱒呈露すれば　弱骨嬰肌なり時に束りて臣に親しみ柔滑なること脂の如し臣乃ち脈を内に定め心を懐に正す信誓旦旦として　志を乗りて回
/
翻然として高畢し　彼と長えに〔司馬相加集校注　｢美人賦｣〕
静閑で閉ざされた館はまるで神の住まうが如くであり'そこに張られた帳のうちに女性がひとりいる｡女性がいる'この帳のうちが芳烈として香る空間な.のである(この香りが葉炉によるものであることが後で述べられる)0
｢美人賦｣　の好色の疑いを晴らすべく自己弁護につとめるとい
う構成は､宋玉の　｢登徒子好色賦｣　(文選巻十九)　や　｢親賦｣　(古
文苑巻二)　によく似ており'｢美人賦｣がこれらの宋玉作品を本歌としているであろうことは疑いを容れない｡ただ'同じ構成を有する｢登徒子好色賦｣　｢親賦｣　の美女の描写には'｢神女賦｣とはちがって'女性を香る存在とする表現は見られない｡おそらく､宋玉の時代にはまだ'｢神｣なるものと関わらずには香る女性の姿は成り立ちにくいものだったのであろう　(この点については　｢美人賦｣　の美人の住居が　｢神居の若し｣とされていることも同様の事情を示唆している)｡つまり'司馬相如｢美人賦｣は'君主に質されて自己弁護につとめるという構図においては　｢親賦｣や　｢登徒子好色賦｣　に'美人に神的な雰囲気を持たせるという描写においては｢神女賦｣に､それぞれ拠る形で構成されているのである｡
ただ､｢美人賦｣　の女性像がすべてにおいて｢神女賦｣に基づい
ているわけではない｡たしかに､｢美人賦｣　の女性は　｢神｣なる寡囲気をまとっているが'一方で､玉の教を詩人の冠に掛けるところからはじまって身につける物を次々に外してゆき'やがて白き柔膚を露わにするように'香る空間にいる女性としては､これまでには見られない積極的な誘引の働きかけと関わる身体描写を有している点が認められるのである｡この点においては'｢美人賦｣ほど大胆ではないものの､｢登徒子好色賦｣や｢親賦｣　の方が近いと言える｡
｢湘夫人｣に詠まれた湘水の女神も'｢高唐賦｣に描かれた垂山
の神女もその身体をあらわすことはなく､｢之を視れば目に盈つ｣
L
Jノ
(視之盈目)　と神女の様子を視覚的に詳細に描いた　｢神女賦｣　でさえ､これだけ身体を露出したさまを詠ずることはなかった｡つまり'｢美人賦｣　において描かれたのは'すでに神女の衣裳を脱ぎ捨てた美女であると言うことができるのである｡これを香る女性の系譜において見れば､｢美人賦｣は神女ではない美女に香る存在としての地位を与えているということができるであろう　(歌う存在であることを考えれば､女楽との近接性も考慮すべきであるかも知れない)0
神女にせよ､美女にせよ､必ずしも載然と分けられるものでは
ないが､前漢になされた表現の中で､蛋女や神女の性質を脱しっつ'いわゆる美女へと香る存在が押し広げられてきたように思われる｡美女とは香るものという後世の認識が芽生えてきたと見なし得るものである｡
枚乗と司馬相如が最終的に辿り着いた　(着こうとした)　のは宮
廷文人としての位置であった｡芳香と女性の表現を含む辞賦作品に､その宮廷の主宰者の7人で'漢王朝に一大隆盛期をもたらした武帝劉徹　(前l五九-前八七)　の名が冠されるT算がある｡芳香表現を挟んで次のように詠じられている｡
託沈陰以墳久今　　沈陰に託ること以て墳久なり惜蕃華之未央　　　蕃華の未だ央ばならざるを惜しむ念窮極之不運今　　窮極の遅らざるを念い
惟幼抄之相羊函菱扶以侯風今芳雄襲以輔車.的容輿以椅磨今繰親眺摩愈荘
幼抄の相羊するを惟う函菱扶きて以て風を侯ち芳り経典して以て禰よ章んなり的容輿として以て猪摩たり結果眺序として愈よ妊なり
-　蕊を含んだ函
〔漢書√外戚伝L〕
(ハスの花?)　が風に吹かれ'濃厚な香りはい
よいよ盛んになる20.
『漢書』外戚伝によれば､早世した李夫人への断ちがたい恋情
に煩悶していた武帝は､少翁なる斉の方士の'夫人の魂を呼ぶという言葉を信じ'少翁に夫人の魂呼ばいをさせる｡しかし'それはあくまでも惟越しに遠くに眺める荘平としたものに過ぎず'武帝の恋慕は止むどころかいよいよ強くなることとなる｡ここで武帝は､有名な　｢是邪　非邪｣　で始まる歌を詠じた後'さらに夫人を悼む賦を作った､という2)0在りし日の夫人を喰えた花を詠じながら､芳りが立ち上るさまをうたうことで､李夫人は武帝の追憶の中に香る女性として出現することとなる｡
『漢書』　のこの記述のうち､詩歌･辞賦に関わる部分を『史記』
は載せず'これらの作品が武帝自身の手に成るものとするには疑いがのこる　(孝武本紀･封禅書は少翁が魂呼ばいをしたのは王夫人に対してであると記す)｡ただ'仮託であったとしても'この､追憶の中においてはじめて成立する芳香表現が'後に播岳によっ
てなされた'亡妻を悼む中に香りを詠じる作品のさきがけとみなすことは可能であろう220
このこと以外にも'武帝期には'郊稚歌　｢練時日｣　の中に芳香
と女性の表現がなされており23.芳香と女性に関わる表現の詩体において転換の兆しを見せたと言える｡加えて､｢練時日｣が郊紀という儀礼の場に属しっつ女楽を詠み込んでいることは､香る女性という視点からすれば'宗教的儀礼的意味合いの中に娯楽的意味合いを腔胎したと位置づけることが可能となるものである24.
前漢の時代に試みられた芳香と女性の表現は'『楚辞』九歌の中
に見られた丞女と'宋玉　｢神女賦｣　の詠じた神女とを受け継ぎつつ､香る存在としての表現を美女と女楽にも展開させた｡また'
メ
武帝の名が冠される辞賦作品には'追憶の中の香りという表現によって　-　特殊な形かも知れないが　-　妻も詠じられていた｡前漢になされたと考えられる香る女性のイメージの拡大によって､漢魂晋期の香りを含む女性像ははば出揃ったように見える｡
妓服極農　的輸致態貌嫌妙以妖轟今紅顔嘩其揚華顧形影　自整装順微風　揮若芳動束帯　粁清陽克音高歌　篤柴方
妓服農を極め　的輸態を致す貌嬢妙として以て妖魚たり紅顔樺として其れ華を揚ぐ形影を顧みて　自ら袋を整う微風に順いて　若芳を揮う朱膏を動かし　酒陽を粁らす音を｣凡げて高く歌い　柴の方を質す
(2)　後漢の場合後漢では'まず博毅　(チ-九〇?)　が　｢舞賦｣　において香る女
性像を表現している｡当該箇所を掲げてみよう｡･
於是鄭女出進二八徐侍
是に於いて鄭女出で進み二八徐ろに侍る
〔文選巻十七　博毅　｢舞賦｣〕
花にたとえられ'衣服も容貌もうつくしき舞姫たちが､微風に乗せようとして香草を揮い､かつ高く歌う｡女楽の一連の行為のなかに芳香を発することが組み込まれている｡
李善によれば'この　｢微風に順い　若芳を揮う｣　という句は'
さきほど見た枚乗　｢七発｣　の表現に基づいたものであるが､このように､香りの表現が唇の描写をはさんで歌声へとつながってゆくことにより､音楽と芳香とが一体のものとして感得され'香る歌声を発する存在としての女楽がより明確に浮かび上がってくることが　｢舞賦｣　の新たな点であるように思われる｡
歌うという行為と一体のものとして'揮うという行為が詠じら
れていることは'歌がそれを聴く者を想定するように'香りを聞く者が照準されていることを意味しよう｡つまり'歌を聴かせるように'香りを聞かせる'香らせる行為として詠じられていると
考えられるのである｡
また'後漢の中期､張衡(七八-二二九)と雀碕(生卒年不詳｡
張衝と同年代の雀暖の族人)　には､枚乗　｢七発｣　の流れを汲む七系統の作品があり'その中で女性と香りの表現を行っている25.
於是紅華量理　遺芳酷烈　　是に於いて紅華卓理　遺芳酷烈
なり
〔芸文類衆巻五十七　雑文部三　張衡　｢七群｣〕
従容微時　流曜吐芳　　従容として徴晒し　曜きを流し芳し
きを吐く
〔芸文類衆巻五十七　雑文部三　雀埼｢七縄｣〕
張衡の　｢七稀｣　では強い香りを発する女性はあかき花として描かれ､雀靖の　｢七絹｣　では花と女性の描写が重ねられるような形で春の花にたとえられる女性が香りを吐くと歌われる｡これらの表現は'両漢代の辞賦作品においてしばしば描かれた香り高い草木の表現26と結びついて生み出されたのだと考えられよう｡すなわちIこの段階に至って､女性を花に､花を女性に重ねることがしきりになされ､女性と花の共通項として香りが注目される格好で女性が香りを吐き出す存在としても改めてうたわれることになったということである｡
芳香と女性の表現に関して､博毅や張衡･雀埼らの辞賦作品か
ら窺われることの一つは'香りが漂う空間にいる静的な香る女性よりも､自ら香りを放つ動的な香る女性が志向されているという
ことである｡あるいは女楽の香草を揮うという行為として'あるいは芳香を吐き出す草花として表現されていて'いずれも女楽に関わるものとして解され'神女のものとしては詠じられてはいないが'香りとの関わり方が能動的であるという点からすれば､丞女よりも神女のそれに近いものである｡つまり､この時期の香る女性は'神女の行為を志向しっつ神女として女性を描くことから脱却することを模索するなかで表現されているように看取されるのである｡前漢において､香る女性を生み出した神的場を離れようとして､女楽を新たな香る女性として詠じてきたのを承けながら'ここで改めて香りの表現を捉え直そうとしているかに見える｡
後漢中期以降の特徴の一つに'個人の手に成る詩歌作品に芳香
と女性の表現が見られるようになってくることが挙げられるが､神的なヴェールが香る女性の描写の要件ではなくなったことと軌を一にするように'個人的な男女の関係において芳香と女性の表現がなされているのを見出すことができる｡
例えば'｢七帝｣　を作った張衡の詩歌作品の中に'いくらか香る
女性に関わると思われる表現が見えている｡管見の限りでは'現存する個人の手に成る詩歌作品中'最も早い用例である｡まず､｢同声歌｣　の当該箇所を掲げる｡
願篤羅余情　　願わくは岸の余情と罵り在上衛風霜　　上に在りて風霜を衛らんことを酒掃清枕席　　酒掃して枕席を清め
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韓芥以秋香　　韓芥は狭香を以ゆ
〔玉台新詠巻一　張衡　｢同声歌｣〕
｢同声歌｣　は､｢楽府解題｣　の言葉を借りれば'｢婦人自ら幸いに閏房に充てらるるを得たるを謂う27｣ものであ.too
｢韓芥は秋香を以ゆ28｣は前句の｢酒掃して枕席を清め｣から始
まる一連の寝室内を整える行為の一こまである　(この後､戸締まりをして灯りをともLt衣を解いて寝化粧などをする)｡香りに関わる表現が､新婦が新郎に対して行うことであるのか､自らに対して行うことなのか'いささか判然としないところがあるが'この詩が夫婦和合の歓びを詠じるものであることを､これまで本稿で考察してきたことと併せて考えるならば､女性自身が香るとみ
メ
ることも可能となるように思われる｡香る女性の系譜においては'神を含めた男性を求めるとき'あるいは反対に男性に恋われるとき､女性は香りを身にまとい'放ってきたのである｡
いま､香る　｢韓｣　を女性が身につけると解する可能性について
指摘したが'それはあくまでも香る女性の系譜においてみた場合という条件付きであった｡｢同声歌｣　のこの句だけを見る限りにおいて､香る女性の系譜に載らない可能性もまた一半であるとせねばならない｡ただ'張衝にはもう一首'芳香に関わる詩歌作品が遺されており'この詩も併せて見ると'少なくiJも男女の情愛をめぐる芳香表現が詩歌にも浸透し始めていたことを窺い知ることができるように思われる｡
の砥
椅清秋蘭　植彼中阿有嶺其芳　有責其聴離日幽深　蕨美浦義之子之遠　我努如何
猪狩たる秋蘭　彼の中阿に植う殻たる有り其の芳り　黄たる有り其幽深と日うと錐も　蕨の美禰よ姦し之の子の遠ざくる　我が勢い如何せ
ん
〔太平御覧巻九八三　番部三〕
秋蘭といい'思慕する人が得られないことといい29.香りが詠み込まれていることを含め､この詩の表現は『楚辞』を想起させる｡『太平御覧』所収の該詩に序らしきものが附されていて'｢秋蘭は､美人を嘉すを詠ずるなり｡嘉して獲られず'用ての故に是の詩を作るなり30｣　と解いて'｢美人｣　の語を用いているのは､このことと無縁ではないであろう｡
張衝に至って香る女性の姿が詩歌に詠み込まれるようになった
と断ずることはできないまでも､異性への思慕の感情を香りと併せて詠ずることが'張衡詩歌作品において表現の一つとしてなされるようになったということは可能であろう｡
張衝よりおそらくは少しく遅れて在世した人物に秦嘉･徐叔
｣化位一:5二▲任位〓BT(7
(順帝から桓帝のころ在世)　の夫妻がいる｡彼らは夫妻の間で遣り取りをされた書信とそれに附された詩によって知られるが､夫秦嘉から妻徐叔へ贈った詩の中に　｢芳香｣　という語が見える｡香を含む品々が詠ぜられている箇所を掲げる｡
三
何用赦我心遺思致款誠賛欽好耀首明鏡可窒形芳香去垢模索琴有清聾詩人感木瓜乃欲答堆壌
何を用て我が心を歓べん思いを遣りて款誠を致す賛奴は首を催すに好く明鏡は形を望む可し芳香は垢積を去り素琴は清聾有り詩人は木瓜に感じ乃ち壕理を答えんと欲す
〔玉台新詠巻一　秦嘉　｢贈婦詩三首｣　其
三〕ここで芳香は汚橡を除去するものとして詠じられている｡この詩は'第二倍中に同様の表現が見られる31Hとから推して'秦嘉から徐叔へと出された二度目の手紙に'鏡や轡や香などの品々とともに添えられていたものであることが知られる32.それでは'この詩の中で香る女性が描かれたかといえば､どうやら'その可能性においてであってもそうはならなかったようである｡徐瀬の復信にはつぎのようにある｡
-鏡には文彩の農有り'奴には殊異の戟有り｡芳香は既に珍しく､素琴は益ます好ろし｡-芳香を以て身を鼓らせよと赦し'明鏡を以て形を空よと愉す｡此の言過ちなり'未だ我が心を獲ざるなり｡-未だ光儀を奉ぜずんば､則ち賛奴は設けざるなり｡未だ椎帳に侍せずんば'則ち芳香は尊かざるなり｡
(-鏡有文彩之農､欽有殊異之観｡芳香既珍､素琴益好｡･‥赦以芳香殻身'愉以明鏡萱形｡此言過臭､未獲我心也｡-莱奉光儀'則賓鉄不設也｡未侍惟帳'則芳香不葬也)
〔芸文類衆巻三十二　閏情　徐叔　｢又報秦嘉書｣〕
夫から寄せられた品々に望外の喜びを示しながらもt l方で'妻は次のように言って奴や香りを身につけることを拒絶する｡あなたの言葉は間違っている'私の心を得たものではない､あなたのお姿を見ないのであれば奴を髪に挿すことはない､椎の中にいっしょにいるのでなければ香(の入っている箱)を開くことはない'と｡
こうして香りは行き所を失い'香る女性軍止ち現れてくること
はなかったのであるが､秦嘉と徐叔との間の芳香をめぐるこの遣り取りは'香る女性がいかなる場に所属するのかについて考えようとする際に示唆的であるように思われる｡すなわち､徐叔にとっての芳香とは夫秦嘉とともにある時にはじめて意味を持ち得たものなのである｡
それが最終的に達せられるにせよ､そうでないにせよ､男女(柿
と人との関係を含むことが可能であろう)　の間の交合が希求される場において'女性は香り'男性は香る女性に魅きつけられてきたように見える｡女性自身の発した言葉によってこれを逆から言えば'その可能性が見出されない場にあっては'香りが立ちのぼることはなく､香る女性が立ち上がってくることはないというこ
とである｡秦嘉と徐叔の夫婦間における芳香表現の不成立は'徐叔に香りを身にまとう可能性が見出せなかったことによっている｡
右に掲げた張衡｢同声歌｣　に　｢秋香｣なる語が用いられていた
が'張衝や秦嘉徐叔夫妻が在世していた後漢中後期という時代は'ちょうど外国から香料がもたらされたことが文献的に確認できる時期と重なっている330
女性に関わる芳香の表現が'男女の愛情関係の中でも夫婦のこ
とを詠じた詩篇を中心にまず見えているということは､珍奇なものであることはまちがいないにせよ'日常生活の中に香料が浸透していったことを反映したものであるという一面を有していよう｡
メ
ところで'香りを吐く存在として宋玉が描いた神女であるが'
それ以降姿をみせなくなったということはない｡賦の中にしばしば女楽たちが詠じられる一方で'宋玉作品の名前を受け継いでよみつがれてゆくこととなったようである34｡そうした中のl　つに､後漢末の揚倫　(l七五-二一九)　の　｢神女賦｣　があり'神女が何故に芳しい香りを身につけているのかを詠じている箇所が見られる｡
惟玄媛之逸女育明曜平皇庭吸朝霞之芽液
惟れ玄媛の逸女明曜を皇庭に育う朝霞の芥液を吸い
潅浮遊乎太晴　　海かに太清に浮遊す
〔芸文類衆巻七十九　霊異部下　楊備　｢神女賦｣〕
楊備によれば､神女は朝焼けの芥る滴を吸い込むことで芳るのである｡
また'三国魂に分期される曹植　(一九二-二三二)　には､名高
い　｢洛神賦｣　や七系統の　｢七啓｣　があり'その中で神女の香りに関わる表現がなされている∽㌔　このうち'｢洛神賦｣には､｢灼たること芙薬の操波に出づるが若し｣'｢芳滞加うる無く｣'｢幽蘭の芳諸に徹れ｣､｢轍塗の郁烈たるを践み　番薄に歩みて芳を流す｣　など繰り返し見えており36㌧　その中に　｢含｣　｢吐｣　という動詞とともに芳香の表現がなされているのを見出す｡
縛晒流精　光潤玉顔　　縛晒流精し　光潤たる玉顔あり含軒未吐　気若幽蘭　　軒を含んで未だ吐かず　気は幽蘭の
若し
〔文選巻十九　曹植　｢洛神賦｣〕
｢軒を含んで未だ吐かず　束は幽蘭の若し｣　というのは'李善が注するように'先に見た宋玉　｢神女賦｣　の　｢芥方を吐けば其れ蘭の若し｣　を踏まえたものであろう｡このように曹植は美しい女性を描くのに好んで香りを用いていたようである　(この点は後でも少し述べることとしたい)0
1ト1
後漢期における香りを含む女性の姿は'前漢のものを受け継ぎ
ながら'少し仔細に､また'花を媒介にする手法を用いながら'香りを含む女性の姿を詠み込んでいた｡そしておそらくは香料の使用が日常的になりつつあったことを反映して夫婦を詠じた詩歌作品に一部姿を見せるようになった､と概観される｡ただ､いずれにしても､ほとんどが辞賦作品においてなされるものであった｡
これが後漢後期から三国魂の時期に至ると'情況に変化が見ら
れるようになる｡香りを含む女性たちが詩歌作品中にしばしば姿を見せるようになるのである｡
まず'香る植物を採って遠くにいる思い人に贈りたいという'
『詩』や『楚辞』に見られた"達人思慕"のモティーフが'古詩中に詠まれるようになり37'張衝や秦嘉･徐叔に次ぐ日常生活の反映という形で曹操の主簿であった繁欽　(?-二一八)　の　｢定借詩｣の中に芳香に関わる表現が見出されるようになる38.そうして'次に'先に触れた曹植とその兄曹杢　(一八七-二二六)　が'美しき女性が香るという点に光を当てて詠じるようになるのである｡
これ以降'香る女性の姿が'辞賦から詩歌へと詩体を越えてゆ
くこととなり､楽府を中心とした詩歌作品に詠み込まれるようになる｡これらは､主として『楚辞』によって生み出された香る女性の表現が､詩歌においても反映されるようになったことを示しているものであると考えられる｡
さきほど見た曹植の作品が示すとおり'これ以降も辞賦作品に
おいて'女性と芳香の表現は継承されてゆく39が､本稿では､ここから詩歌作品に注目しながら系譜をたどってゆくこととしたい｡
(未完)
)　子夜寄者､有女子名子夜'造此聾｡否孝武太元中'塊邪王珂之
家有鬼寄子夜｡般允馬橡章嘩線華僑人庚僧度家亦有鬼寄子夜｡段允窺線章'亦是太元中'則子夜是此時以前人也｡〔宋書　楽志こ現在は'この説をそのまま是とすることはなく'｢子夜歌｣　の名
称は和声の　｢子夜来｣　に由来するものであると考えられている｡例えば'王運照｢呉聾西曲雑考｣(『六朝楽府興民歌』二九六一年､古典文学出版社]所収'のち『楽府詩述論』　[l九九六年'上海古籍出版社]所収)　は'『宋書』楽志などに見られる記述は　｢附会之談｣　であり､晋代の名もなき女子のうたがその源になったのであろう'とする｡
2吐‥唱出｡芳詞‥美好的歌詞｡
〔曹道衡『楽府詩選』　二〇〇〇年'人民文学出版社〕
3　｢香｣　は二例(大雅｢生民｣'周頒｢載菱｣)'｢芥｣　は三例(小雅
｢楚茨｣'小雅｢信南山｣'大雅｢烏鷺｣)あるが､いずれも祭紀に関わるものである｡いったい毛詩に見える芳香表現はそのはとん
どが祭租に関わるものである｡｢芳｣や　｢蘭｣　を用いた芳香表現の用例は見出されなかった　(衛風　｢菟蘭｣　に　｢蘭｣　字は数度用いられているが'芳香表現とはみなしがたい)0
4　[鄭葦]既有牲物而進献之｡芽芯芥芥然香｡-
〔毛詩　小雅　信南山〕
5　周頒｢載菱｣などを例示して考察を加え､祭紀における芳香の
重要性について指摘してから'志村氏は次のように述べられる｡
ここから'われわれはひとつの推測を行なうことができる
であろう｡詩経'礼記などに行なわれた病帯の礼など､香具により神を求める祭紀が､のち､地域を異にLt楚の地にて'もっぱら香草のみを用いる儀礼に連続して行っているのではないかと｡楚辞に耳いては-つぎに述べるように､もはや犠牲そのものを焼くこともなく'また脅(腸閉の脂)　を薪などとまぜ焼くなどのことも見られなくなっている｡しかし　｢是蒸是享　碁石芳井｣　(詩経･小雅･信南山)　など詩経に歌われた供物を神にすすめることは　｢憲肴蒸今蘭籍｣　(九歌･東皇太一)　などとして受けつがれ'楚の地の香り草によって清浄にされた供物が神にすすめられているのである｡〔志村良治　｢『寛』祭と古歌謡｣　(『神観念の比較文化論的研究』　二九八一年､講談社]　所収｡のち『中国詩論集』志村良治博士著作集一[一九八六年､汲古書院]　所収)　〕
人〕｣
彼揮之阪　有蒲議告　有美l人　碩大且候
清廉無窺　梶棒伏枕
阪〕
〔毛詩　陳風　揮
[毛伝]　勺薬'香草｡[鄭隻]-士輿女往観'因相輿戯諺､行夫婦之事､其別則送女
以勺薬'結恩情也｡清〕
〔毛詩　鄭風　涛
聞一多氏はこの勺薬を　｢贈薬之類｣　とする　(｢風詩類紗｣　『聞一多全集』第四集所収)0
¢　蘭'香草也｡
肇采'五色采也｡若'杜若也｡言己牌修響祭以事雲神'乃使
塵丞先浴蘭湯､抹香正､衣五采'華衣飾以杜若之英､也｡
〔楚辞補注　九歌
ー○　采芳洲今杜若　牌以遺今下女
君〕
被石蘭今符杜衡　折芳馨今遺所思
鬼〕
〔楚辞
以自潔清雲中君〕九歌　湘
〔楚辞　九歌　山
6　手如柔美　膚如凝脂　嶺如蛤瞭　歯如執犀
壌首蛾眉　巧笑侍今　美目略号
〔毛詩　衛風　碩
=しばしば恋愛感情の表出の形を借りてなされる｡こうした比喰表現が成立したことについては'注5所掲志村氏論考参照｡
一七
)2　蘭膏明燭　華容備些魂〕13　楚裏王輿宋玉遊於雲夢之浦'使玉賦高唐之事｡
〔楚辞　招
〔文選巻十九　宋玉　｢神女賦｣　序〕
)4この序の'夢で神女に遇ったのが嚢王か宋玉かという点につい
て､宋の沈括から疑義が呈されて以降､現在に至るまで議論が百出してきた　(現在は夢で神女に遭ったのは裏王であると考える研究者が多いようである)｡いずれにせよ'神女が香りを含むということについては相違があるわけではない｡本稿では'｢王｣　｢玉｣両字に関して'衆多の論に検討を加えている呉広平編注『宋玉集』(二〇〇一年､岳麓書社)　の表記に従っておくこととしたい　(呉氏は夢で神女に遇ったのは裏王であるとされる)0
)5安世房中歌(漢書礼楽志)には｢都嘉遂芳　昏窟桂華｣　｢嘉薦芳
臭　告要撃臭｣　などの芳香の表現が見られる｡
)6　倍玄七謹序日､昔枚乗作七番｡而展文之士'若博毅劉虞世雀
射李尤桓麟雀碕劉梁之徒､承其流而作之者紛蔦｡
〔芸文類衆巻五十七　雑文部三　七〕
17　於是後宮購確相而疏珠磯　却窮翠之飾　除彫琢之巧　悪魔磨
而不近　斥芥芳而不御　抑止締竹妻宿之柴　憎聞鄭衛幼抄之聾是以玉衡正而太階平也　　　　　　　　〔文選巻九　揚雄　｢長楊賦｣〕
揚雄には､このほか　｢萄都賦｣　(古文苑巻四)　にも芳香と女性の表現が見られる｡
)8堆捷好の　｢捧素賦｣　には'美女に喰えられる女楽が香りを含み
吐く存在であることが詠まれている｡
燕妾含蘭而未吐　　趨女抽算而絶聾
〔古文苑巻三　班捷好｢持素賦｣〕
ただ'該作品は仮託されたことがつよく疑われるものであるので､用例として可能性があることを指摘するに止めたい0
19　司馬相如､美麗関都'遊於梁王､梁王説之｡郷陽秀之於王日'
｢相如美則美臭.然服色容冶'妖麗不忠｡牌欲婦軒取悦､遊王後宮｡王不察之平｣｡王間相如日､｢子好色乎｣｡相如日､｢臣不好色也｣｡王日､｢子不好色､何若孔墨乎｣｡相如目'-
〔司馬相如集校注　｢美人賦｣〕
20　『漢書』　のこの箇所に附せられた注では'孟康が　｢夫人之色如
春草含菱敷散'以待風也｣　といい'顔師古が　｢経典､重積也｣　としている｡
2)　上思念李夫人不巳'方土葬人少翁言能致其神.乃夜張燈燭'
設椎帳'陳酒肉∵而令上居他帳'造望好女如李夫人之貌'還帳坐而歩｡又不得就視'上愈益相思悲感'馬作詩口､｢是邪'非邪｡立而望之'偏何柵柵其来遅｣｡令楽府諸富家絃歌之.L又白馬作賦'以傷悼夫人'其軒日､･　　　　　　　　　　　　〔漢書　外
戚伝上〕
22また'小説的であるとされる'李夫人の顔を一目見ようと見舞いに訪れた武帝と'病んでやつれた自らの姿を決して見せようとしない李夫人との遣り取りに関する『漢書』外戚伝の記述であるが､視覚が低減されてゆく中で喚覚が現れてくることが描かれており､視覚と喚覚の関係について示唆を含むように思う｡23　衆婚並　締奇麗　顔如某　兆逐塵　被華文　廊秀穀　曳阿錫
侃珠玉　侠嘉夜　番蘭芳　海容輿　脈嘉腸
〔漢書礼楽志　郊紀歌　練時日〕
漢武帝の祭紀歌の意義については'山口馬鹿　｢漢武の郊紀と郊
紀歌｣(『圃畢院雑誌』静六十七号　第八巻一九六六年)参照｡
24顔師古は｢衆婚並　締奇摩｣に注を施して'｢･･･謂供神女柴'並
好農也｣　という｡これは'神に供せられる　｢女楽｣　であるが､一方で　｢七発｣　に見られる表現とも共通するものが少なくない｡
25　西施之徒　姿容傭樗　弱顔回植　妨奪閑暇　形似削成　腰如
束素　淑性窃宛　秀色美監　af髪玄馨　光可以堂　塔輔巧笑清陣流晒　陪歯朱膏　的喋粂練　於是紅華量理　遺芳酷烈　侍夕先生　同義宴凄　博明蘭燈　指固戦列　蝉綿宜悦　夫紹粁折此女色之農也　　　　　　　　〔芸文類衆巻五十七　雑文部三張衡　｢七辞｣〕
…　鰭沈魚浮　薦以香蘭　幽室洞房　紹荘重軒　紫閣青基
締錯相連　結斉布葉　輿波邪傾　従風離合　漉淡交井　紫帝黄聴　緊水吐柴　紅顔溢坐　美目盈堂　姿喰春華　操越秋霜　従容徴時　流曜吐芳　巧笑在側　顧晒傾城
〔芸文類衆巻五十七　雑文部三　雀埼　｢七鍾｣　〕
26　離廉廉宿　磨風披葬　吐芳揚烈　郁郁罪非　衆香葬越
〔文選巻八　司馬相如　｢上林賦｣〕
其香草　則有辞着意若　敢蕪諌叢　晦唆素蔚　含芥吐芳
〔文選巻四　張衡｢南都賦｣〕
27　柴府解題'同賛歌'漢張衡所作也o　言婦人自謂幸得充閏房｡
願勉供婦職'不離君子.思窺莞筆､在下以蔽匡休｡会禍'在上以護霜蕗｡経絡枕席'没歯不忘窯｡以愉臣子之事君也｡
〔楽府詩集巻七十六雑曲歌辞十六　同声歌〕
28この　｢韓芥以秋香｣句については､『正字通』が｢韓｣字の義荏
に｢同声歌｣　の該句を'｢秋番外図之香､以香棄履也｣という｢註｣とともに引いているものと､呉薫『拝経棲詩話』が　｢轟獲軒筆記｣に｢-古詩中所謂迷迭･兜納諸香'大都出於西域'故日韓芥秋香｡韓芥即秋香､重言之者'古人常有此文法｣　とあるのを引いているものと'解釈が二つに分かれている｡注釈書も鈴木虎雄訳解『王台新詠集』(上)　(一九五六年'岩波文庫)や内田泉之助訳解『玉台新詠』■(上)　(一九七四年'新釈漢文大系6 0)は前者の解釈と同
もち
様(｢鞍｣を一字で　｢かわぐつ｣　と解し､｢以｣字を　｢以ゆ｣　とする)　であり'張震滞校注『張衡詩文集校注』　(一九八六年'上海古籍出版社)は後者の考えを踏襲(｢秋韓｣の｢韓｣として解し､｢以｣
と
字を　｢以｣　とする)　している｡本稿は'該句の前後がいずれも具体的な物に関わる行為であることを踏まえて'かわぐつを外国将来の香で薫らせると解することとした｡
29　思夫君今大息　極努心今憤慨君〕
〔楚辞　九歌　雲中
30∽-
秋蘭'詠嘉美人也｡嘉而不獲'用改作是詩也｡
〔太平御覧巻九八三　番部三〕
-聞得此鏡｡既明且好'形戟文彩'世所希有｡意甚愛之'故
rLD相輿｡井致賓欽l隻､贋値千金､龍虎組履一翻､好香四種各l斤､素琴一張､常所自弾也｡明鏡可ru鏡形'賛欽可nD耀首'芳香可nD故身去検'蔚香可ru騨悪菊､素琴可ru娯耳｡
〔全後漢文巻六十六　秦嘉　｢重報妻書｣〕
嘉重報妻書目､車遼空反､甚失所望｡-聞得此鏡｡既明且好'
形観文彩'世所希有｡意甚愛之'故以相興｡井賓欽一隻､好香四種､素琴一張'常所日揮也｡明鏡可以堂形､賛欽可以雁首､芳香可以敢身､素琴可以娯耳｡　　　　　　〔芸文類取巻三十二閏情〕
既恵音令､兼賜諸物｡厚顧懸勲'出干非望｡鏡有文彩之摩､
鍍有殊真之観｡芳香既珍､素琴益好｡憲兵物干鄭随'割所珍nD相喝･･･赦ru芳香敢身愉nD明鏡萱昭此言過怠へ末獲我心也-末奉光儀'則車扱不設也｡末侍惟帳'側芳香不葬也｡
〔全後漢文巻九十六　徐叔　｢又報嘉書｣〕
33陳連慶氏　(｢漢晋之際輸入中国的香料｣　『史学集刊』一九八六年
第二期)　は､『漢書』西域伝賛が武帝期に中国にもたらされた品々を細かに挙げながら'そこにいわゆる香料が含まれないことと､香料の名が見える前漢時期を記述した文献の成書が南北朝期であることとを指摘した上で､陶製の薫炉がすでに前漢期に使われていたことは出土文物から認められるものの､香料の本格的な輸入
/
が行われていたということを示すものでは必ずしもなく､信用できる文献の記述としては後漢のそれを待たねばならないとされる｡
時代比定に用いるものとして信頼できる文献としては'班閲が
弟班超に当てた書簡があり'後漢章帝　(在位七五-八八)　期に'大月氏の蘇合香などの外国の香料が中国に入っていたことが確認される｡
また､香料が中国にもたらされるようになった時期を三つに分
けて'前漢武帝期からを"醒醸段階‥後漢期を"萌芽段階‥魂晋期を"正式輸入段階"としている｡陳氏は'史学の立場から検討を加え'魂晋期を香料の正式な輸入段階と位置づけているが､あるいは詩歌における芳香に関わる表現が魂晋期以降格段に広が
09
りを見せることと何らかの関係があるのかも知れない｡34現存している晋代までの作品に限っても神女を詠じたものは少なくなく､例えば　｢神女賦｣　と題しているもののみでも'後漢から魂に分期される鷹揚･楊備･王粂･陳琳と､西晋の張敏の作がある｡
35　｢七啓｣　には､神女と女楽とが詠じられているが､そのいずれにも香りの表現が見られる｡
親漢康之所詠　敢源女於水演-　遺芳烈而靖歩　抗暗手而酒
歌　　　此宮観之妙也-　然後校人乃被文穀之華桂‥･揮流芳擢飛文-　収乱髪今梯蘭揮　形婿服今揚幽若-　此聾色之妙也-　　　　　　　　ノ
〔文選巻三十四　曹植　｢七啓｣〕
我即裾君姿　君亦悦我顔　何以致拳拳　結胃壁金環何以致般勤　約指一隻銀　何以致匝匝　耳中隻明珠何以致叩叩　香嚢繋肘後
〔玉台新詠巻一　繁欽　｢定借
詩｣〕｢ものづくし｣　的表現の中に'男性を惹きつける手練が描かれその一つに香り袋が挙げられている｡これもまた香料が日常的に用いられるようになってきていたことを反映したものであろう｡39香りとともに女性が詠じられるものとして'例えば魂晋期のものでは､磨場｢正情賦｣'衰宏｢夜酎賦｣などがあり､それ以降のものでは'謝垂運　｢江妃賦｣'沈約　｢麗人賦｣　などが挙げられる｡
36　-迫而察之
幽蘭之芳藷今芳-
37　渉江采芙蓉
庭中有奇樹馨香盈懐袖
九〕
灼若美薬出操波-　芳揮無加　鉛筆弗御-　微歩蜘蹄於山隅-　践柵塗之郁烈　歩希薄而流
〔文選巻十九　曹植　｢洛神賦｣〕
蘭揮多芳草　采之欲遺誰　所思在遠道
〔文選巻二十九　古詩十九百　其六〕
緑葉額華滋　撃候折其柴　絡以遺所思路遠莫致之　〔文選巻二十九　古詩十九首　其
